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学
校
事
故
・事
件
被
害
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全
国
弁
護
団 

 

☆ 

二
〇
一
三
年
一
一
月
一
七
日 

 
 

駿
河
台
記
念
館 

(

東
京
・御
茶
ノ
水) 

に
て 

 

 

学
校
事
故
・事
件
被
害
者
全
国
弁
護
団 

の 

 

創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

基
調
報
告
は
、
内
海
千
春
氏
（
「
全
国
学
校 

 

事
故
・事
件
を
語
る
会
」
代
表
世
話
人
）
。 

 
 

二
〇
年
前
、
小
学
六
年
生
で
あ
っ
た
息
子
の 

 

平
君
が
、
教
師
か
ら
暴
行
を
受
け
て
自
殺
。 

 

被
害
当
事
者
の
立
場
で
、
被
害
を
受
け
た 

 

と
き
に
、
安
心
し
て
相
談
で
き
る
弁
護
士
が 

 

身
近
に
い
る
こ
と
の
大
切
さ
、
息
子
の
死
に 

 

直
面
し
た
当
時
の
状
況
や
心
境
を
、
努
め
て 

 

淡
々
と
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

創
立
趣
旨
が
十
分
に
伝
わ
る
講
演
で
し
た
。  

☆ 

二
〇
一
四
年
二
月
二
日 

 
 

名
古
屋
市
公
会
堂
で
、
拡
大
事
務
局
会
議 

 

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

創
立
か
ら
二
ヶ
月
。
全
国
各
地
の
弁
護
団 

 

に
は
、  

《
い
じ
め
》 

の
相
談
が
、
数
多
く
寄
せ 

 

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

★ 

安
全
ネ
ッ
ト
運
営
委
員
よ
り
一
言 

★ 

 

保
護
者
の
み
な
さ
ん
に 

お
願
い
で
す
！ 

 

「
子
ど
も
に 

い
た
ず
ら
は 

つ
き
も
の
」
と
い
う 

 

安
易
な
思
い
込
み
に 

ご
注
意
下
さ
い
。 

 

た
と
え
イ
タ
ズ
ラ
の
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、
人
を 

 

傷
つ
け
る
こ
と
は
、
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

  

こ
の
こ
と
を
、
ど
う
ぞ
、
ご
家
族
で 

 

確
認
し
あ
っ
て
く
だ
さ
い
！ 

 
 

 
 

 【東京新聞】 

2013(平成 25)年 

5 月 2日(木) 掲載 

2012年3月2日の東京新聞によれば、全国の法務局が
‘11年の１年間に救済手続きを始めた人権侵害事案の
うち、学校でのいじめは、前年比21.8％増の3,306件。 

’10年度に全国の国公私立小中高校などで認知された 
 いじめの件数は、前年度比2,517件(3.5％)増の75,295 
件。’06年にいじめ認定の定義が変わって以降、初めて 
増加に転じています（文部科学省、問題行動調査）。 

自殺事件の多発を受けて文科省が事態把握に本腰を
入れたこと、そして相談窓口の存在が明らかになって 
児童本人からの相談が増えたことなども増加要因だと 
言われています。ただし、警察庁統計と文部省統計に 
大きな開きがあるのも事実です。 

いじめに気づき、その実態を正確に把握すること 
子どもたちの命を守るための、重要な課題です 

【東京新聞】 

2013（平成25）年 

5月2日（木） 

拳を握りしめていた 心のコップは 涙で満杯 
悪戯心の言葉が一滴  満杯のコップに落ちた 
すると 心のコップから 涙が一気にあふれ出し 
コップが壊れ 心がこわれ 血が流れ地面をそめた 



 

 

  2013年12月20日、原田敬三弁護士（東京・当会副代表）が  
代理人を務める、山形県高畠高校女子生徒自殺事件に関し、 
公正な事故調査・評価を行う第三者委員会の設置申し入れを
文部科学省に対して要請しました。 
 

 平成18（2006）年11月末、日中の学校で自ら命を絶った美穂 
さん（当時、高校２年生）。学校でのいじめに悩んでいたことを
明示する遺書が残されていたにもかかわらず、学校と県教委は 
徹底して、遺書が示す事実を否定する姿勢を貫いています。 
 

 遺書の内容を「根拠のないもの」とし、十分な調査を行わない 
うちからいじめの存在を否定する方針を打ち出す。いざ遺書が
公開されるや、メディアを通じて「いじめはなかった」との見解を 
公表。これは、北海道・滝川市の児童自殺事件など、他の事件
にも共通する、典型的な手法です。 
 2年間で2人の生徒が自殺した高畠高校。事件後に行われた
全校アンケートの結果からは、生徒の悩みに真剣に向き合おう
としない教職員に対する不信・失望が浮き彫りになっています。 
遺族はもちろん文科省からも、公正中立な第三者を交えた事故
調査の実施が促されていますが、未だ実現されていません。 
 

 文科省は、平成18年度分調査より『自殺の主たる理由を一つ 
選択する』という従来の調査方法を改め、『自殺した児童生徒 
がおかれていた状況』について、複数選択できる方法に改め 
ました。山形県および高畠高校の姿勢は、この方針にも逆行し
ています。美穂さんの名誉回復のみならず同種事件再発防止
のためにも、申入れを行いました。  

山形県高畠市女子高生自殺事件 

  文部科学省に対する【第三者委員会設立の申入れ】に同行しました  

申入れ人： 渋谷登喜男・渋谷真理子 
       渋谷事件弁護団代表弁護士 原田敬三 
支援団体：全国自死遺族連絡会、じゃがいも親の会 
           子どもの命と人権を守る福島の会 
           学校安全全国ネットワーク（東京） 
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学校安全全国ネットワーク   第 ２ 回 総 会 の お 知 ら せ           

２０１４年 ６月 ２１日 （土） 
早稲田大学戸山キャンパス 

 ３３号館（文学学術院） １６階 第１０会議室 

  ＊特別講演 川 上  一 恵 氏 （かずえキッズクリニック） 
  テーマ：医療の現場からみた学校安全の問題 

   ＊懇親会 会費：    円（お弁当・飲み物込み） 

一面の窓から見える綺麗な夜景を楽しみながら、親交を深めましょう。 

互いの知識を持ち寄り、意識を共有する場になれば幸いです。 

安全ネット（略称）の、今後の具体的な活動方針を定めたいと思います。 

また、学校教職員・保護者はもちろん、いま問題を抱えておられる 

すべての方々の参加をお待ちしています。一緒に考えさせてください！ 

教育委員会は、本当に不要？ いま求められる改革とは？ 
実情を学び、一緒に考えてみませんか…明日のために！ 

第
四
回 

公
開
学
習
会
の
お
誘
い 
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成
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年
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月
一
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日
（土
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午
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時
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五
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稲
田
大
学
戸
山
キ
ャ
ン
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講
師 
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井 

光
政 

氏
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護
士
） 

 

 【第３回 公開学習会報告】 

 『スクールカウンセラーの 
     立場から見た学校現場』 

久山みちる氏（臨床心理士）をお迎えして、 
スクールカウンセラーの役割をお聞きしました。 

＊臨床心理士の役割は、「治す・直す」こと    
 ではなく、問題を踏まえたうえで「未来志向 
 （思考）」に導くこと。 

＊学校現場の主役は、教師と生徒であって、 
 スクールカウンセラーは“黒子”たるべし。 
 

          『昔、スクールカウンセラーに 
           世話になったな』と振り返って 
           もらえるのは嬉しいことだが、 
           結婚式の招待客リストには 
           載ってはいけない―― 

          懇親会も、その言葉の理解と 
          解釈をめぐって、大いに盛り 
          上がりました。 

   凛君は、944ｇでこの世に生まれた男の子。小学校入学と同時に、 
壮絶ないじめを受けた。「学校に行きたくない」と言う 凛君の思いを
受け止めた母は、不登校という選択をした－― 

  凛君は、学校に行かないとき、ひとり俳句を作り始めた。 

     “学校に行けなくても 俳句があるから 僕は生きていける” 

 彼の俳句は、小学３年生の頃から朝日歌壇に何度も入選。次第に
“いじめと戦う小学生俳人”として知られるように。昨春、６年生 
 になった凛君は、９か月ぶりに登校した。 

   “本ができて、自信になったから” 

 いじめっ子の一人が、謝ってきた。また新しい俳句が生まれた。 

い じ め ら れ  行 き た し行けぬ  春の雨  

生 まれ し を  幸 せ と聞かれ  春の宵  

秋晴れの  心のはれぬ  い じ めか な  

強風に  あ お ら れ ま い と  し じ み蝶  

冬蜘蛛が  糸 にか ら ま る  受難か な  著者：小林凛（俳号） 
ブックマン社、２０１３年４月発行 



＊安全ネットがおすすめする この１冊！ Vol.２ 
  

 「いじめという事実は、あくまで被害を受けたとする当事者の心理に 
  根ざして判断されるべきである」「いじめは日常の生活世界で起きている」 

 
 

著者 森田洋司 

発行所 中央公論社 

定価 ￥７４０円（＋税） 

2010年7月25日 発行 

ISBN 978-4-12-102066-6 

中央新書2066 

  著者は、いじめを〈被害者〉〈加害者〉〈観衆〉〈傍聴者〉の４層構造で 
とらえることが社会的考察として正しいということを解明した。（上図） 
 さらに、【いじめ】を社会問題の中に位置づけ、職場の上司と部下の 
間に生じるパワーハラスメントと家庭内の保護者と子どもの間に生じる 
児童虐待、あるいは夫婦間の力の乱用による暴力が引き起こすＤＶに 
ついても、包括して考察を行っている。 

            ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

 文科省は今日では、【いじめ】 を一方的な悪と決めつけて加害生徒を 
学校現場から排除することを目的とした、一時代前の施策に対抗する 
新たな理念を明らかにしている。文科省と戦う際の有力な武器としても 
必読の一冊である。                   

安全ネット 入会のご案内   
私たちは、皆さんの会費で 活動・運営 しています 

学校安全に関する相談をはじめ 当会の事業に対する 

ご理解・ご賛同をいただきますよう 心よりお願い申し上げます 

年会費  ●会員 ３，０００円  ◎賛助会員 ５，０００円  
 

                 郵便振替での お手続きは 
                     振込先 ００１３０－９－３４６４６３ 
                     加入者 学校安全全国ネットワーク まで 

☆発行元 ・ お問い合わせ先  学校安全全国ネットワーク  
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 いじめが社会問題化した1980年代に 【いじめ＝悪】 とする概念が 
確立したという歴史的認識の上に立ち、今日では  【加害者＝悪】 ・ 
【被害者＝善】 ではなく、まったく別の概念で捉えねばならない、と 
する古典的入門書である。 
 

（紹介者  原田 敬三） 
 


